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（論文審査の要旨） 
学士（工学），修士（工学）張善明君の学位請求論文は，「Energy Efficient and Enhanced-type 






－ユーザ間通信形態である Information-centric Networking (ICN)と呼ばれる通信形態が提唱されてい




ォームをターゲットとし，JGN-X 上で動作させる Energy Efficient and Enhanced-type Data-centric 





ィ確保，QoS 提供可能な ICN を達成する研究を行っている．本論文は以下のように構成される． 
第 1 章は序論であり，本研究の背景および課題を明らかにし，論文の概要を説明している． 
第 2 章では関連する ICN の研究技術や手法を整理し，既存 ICN 技術の課題点を示し，課題に対
する本研究の位置付けを明確化している． 
















第 6 章は結論であり，本研究により得られた結果を総括している． 
以上要するに，本論文は低転送エネルギーかつ QoS 保証の実現性を備えた ICN 構築技術の確立
のために，ネットワーク仮想化基盤を手法について提示している．これらの研究内容は，将来の社
会インフラストラクチャとしての新世代ネットワーク，特に ICN の継続的発展を実現する上で，工
学上寄与する所が大きいと評価される． 
よって，本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い，当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 
